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株主通信
第10 1 期 中間報告書

西華産業の

W EBサイト はこちら から

https://seika.com

2 0 2 3 年 4 月1 日　 　   2 0 2 3 年9 月3 0 日

株主の皆様には、格別のご高配を賜り 厚く お礼申し 上げます。

当社グ ループ の第1 0 1 期第2 四半期連結累計期間( 2 0 2 3 年4 月1 日から

2 0 2 3 年9 月3 0 日)の事業概要をと り まと めまし たので、ご報告申し 上げます。

株主の皆様におかれまし ては、今後と も 一層のご支援ご鞭撻を賜り ますよう

お願い申し 上げます。

ごあいさ つ

代表取締役　 社長執行役員

櫻井　 昭彦

https://seika.com


特集① 資本コ スト や株価を意識し た経営の実現に向けた対応

ビジネスモデル RO Eの上方修正

株主還元の強化

株主優待制度の導入

鉱山用機械の販売から 始まっ た当社の事業は、様々な分野に領域を拡大し ながら ニーズに応えてきまし た。

創業7 5 年で築き 上げたノ ウハウや事業基盤、そし てお客様と の関係性を 大切にし ながら 、時代の変化を的確に捉えて社会

に価値を提供し 、自ら の持続的な成長も 目指し ています。

資本効率を 意識し た事業を 推進し 、RO E目標（ 現状8 .0 % 台維持）を 上方修正し 、1 0 .0 % と する

株主還元の方針を 、「 配当性向」から「 総還元性向」へ変更し 、その水準について4 5 % を 目途とし 、株主還元を 強化する

当社の認知度向上と 売買取引活性化を図るため、株主優待制度を 導入

  大手取引先と の  強固な信頼関係を ベースとし たト レ ーディ ング 

  ニッ チで競争力の高い  独自製品の展開 

  多様なメ ーカ ーと の取引を活かし た幅広い業種への  商品提案力 

西華産業の

強み
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保有株式数 優待内容

1 0 0 ～2 9 9 株 クオカード  1 ,0 0 0円分

3 0 0 ～4 9 9 株 クオカード  2 ,0 0 0円分

5 0 0 株～ クオカード  3 ,0 0 0円分
コ ーポレート ガバナンス
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事業領域・ 地域

両面での

「 市場」の拡大

イ ンフ ラ 事業の

安定的運営と

拡充

ニッ チト ッ プな

商材の拡充

収益の多様化
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オリ ジナル商材の開発

事業投資・ M & A
事業の柱創出
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社是・ 社訓

マテリ アリ ティ

長期経営ビ ジョ ン
V IO RB 2 0 3 0

※券面デザインは変更となる場合がございます
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マテリ アリティ（ 重要課題）を 特定

サステナビリティ 委員会を設置

特集② 西華産業のサステナビリティ ニュース &  トピック スSpecial feature 2 NEWS & TOPICS

事業を 通じ た

社会課題解決

持続的成長のための

経営基盤強化

次世代へつなぐ  

地球環境への貢献

ステーク ホルダーと の 

共存・ 共栄

産業の持続的成長 

への貢献

透明性の高い 

ガバナン スの実践

● ク リ ーン エ ネルギーの拡大
● 火力発電の脱炭素化
● TCFD 提言に沿っ た対応

● 従業員のエ ン ゲージメ ン ト 向上
● ダイ バーシ ティ の推進
● 地域社会と の共生

● 省エネ・ 省資源化の推進
● D X化の推進
● 水産資源の持続性への貢献

● コ ーポレ ート ガバナン スの強化
● コ ン プ ラ イ アン ス体制の拡充
● データ セキュ リ ティ の強化

マテリ アリ ティ テーマ

2 0 2 3 /8

2 0 2 3 /7

重要課題 関係するSD G s

①  国際的なフレームワークのSASBやGRI、SD G s17 のゴール/16 9 のタ ーゲッ ト 等より 、当社事業に関連する社会課題をリ スト アッ プ。

②  それら の抽出し た社会課題に対し て、ステーク ホルダーにと っ ての重要度と 、当社の経営理念や強み、 

事業特性を踏まえて評価を行ない、優先的に取り 組むべき 重要課題を特定。

③   特定さ れた1 2 の重要課題（ マテリ アリ ティ ）について、経営会議メ ンバー及び社外取締役にて協議し 、妥当性の確認を行ない、 

4 つのテーマにマテリ アリ ティ を整理し 、取締役会にて承認を受け、マテリ アリ ティ を決定。

事業を通じ て社会課題を解決し ていく こ と が当社グループの企業価値向上につながるも のと 信じ 、2 0 2 3 年度に特に注力すべき

マテリ アリ ティ を特定し 、またサステナビリ ティ 活動の推進を加速さ せるためにサステナビリ ティ 委員会を設置し まし た。

当社のサステナビリ ティ 活動についてはHPも ご覧く ださ い。

様々な社会的課題を 解決する ため、個別に

設置・ 対応し てき た各部、各委員会・ プロジ

ェ クト チーム等を、全社網羅的・ 機能的に運

営さ せるために、「 環境対応」「 人を大切にす

る 経営」「 経営品質の向上」 の3 つのカ テゴ

リ ーに整理・ 集約し 、それら の取り 組み方針

を 策定し 推進するための3 つの部会を 設け、

モニタ リ ン グする 上部機関と し て、サステ

ナビリ ティ 委員会を設置し ています。

社会課題のリ スト アッ プSTEP 1 重要性の評価、重要課題の特定STEP 2 テーマの整理、妥当性の確認STEP 3

個人投資家向けオンラ イ ン 会社説明会を 開催

台湾西華産業股份有限公司の設立

機関投資家向けである決算説明会は毎年2 回（ 5 月・ 1 1 月）行なっ

ており ますが、今年から は、個人投資家の皆様にも 当社に対するご

理解を 深めていただく 試みと し て、オンラ イ ンセミ ナーを 開催し

ており ます。2 0 2 3 年７ 月には大和証券株式会社にて、8 月にはa u

カブコ ム証券株式会社にてオンラ イ ンセミ ナーを実施し 、2 0 2 3 年

3 月期の決算概要および新中期経営計画についてご説明さ せてい

ただきまし た。アーカ イブ動画をぜひご覧く ださ い。

https://www.youtube.com/watch?v=iop69_PEbHY&t=5s

https://www.seika.com/ir/library/integrated-report/

詳し く はこ ちら

詳し く はこ ちら

当社と 台湾と の関係は1 9 8 3 年の台北事務所開設（ 1 9 8 4 年に

台北支店登記）にさ かのぼり ます。台湾におけるビジネスの位

置付けも 年を 重ねるごと に重要と なり 、アジア太平洋地域で

のビジネス活動の戦略的な拠点と し て活用するため、こ の度、

現地法人「 台湾西華産業股份有限公司」を 設立するこ と と なり

まし た。

現地法人設立により 、台湾の顧客や取引先から の信頼性・ 信用

度を高め、パート ナーシッ プを強固にし 、業容の更なる拡大を

目指し てまいり ます。

NEWS & TOPICS 2

NEWS & TOPICS 1

初の統合報告書を 発刊

当社は前期に新たな長期経営ビジョ ン「 V IO RB 2 0 3 0 」を策定し 、当期には長期経営ビ

ジョ ンに基づく 中期経営計画が始動し 、今後の主力事業の一つと 位置付ける原子力発

電関連業務も 開始いたし まし た。会社の持続的成長に向けた成長戦略の転換期を迎え、

当社グループの価値観や新たな戦略についての全体像をお示し するために初の統合報

告書を発刊いたし まし た。今後も 投資家・ 株主の皆様と の建設的な対話のためのコ ミ ュ

ニケーショ ンツールと し て、財務・ 非財務情報と も 継続的に充実を図り 、当社の価値創

造スト ーリ ーをお伝えするこ と を目指し てまいり ます。

NEWS & TOPICS 3

サステナビリ ティ 委員会

委員長： 代表取締役社長

委員： 管掌役員（ 企画、営業、管理）、企画部長

環境対応

ISO 1 4 0 0 1 対応

ペーパーレ ス推進

気候変動対応 等

経営品質の向上

社会貢献

SD G s応援フ ァ ンド

BCP 等

人を大切にする 経営

働き 方改革

グループ人材活用

女性活躍推進 等
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3

2

4
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https://www.youtube.com/watch?v=iop69_PEbHY&t=5s
https://www.seika.com/ir/library/integrated-report/


第2 四半期 通期

2 0 2 4 年

3 月期（ 第2 四半期）

46,03146,031

2 0 2 3 年

3 月期

46,46846,468

90,24590,245

（ 百万円）

2 0 2 2 年

3 月期

41,66741,667

83,13783,137

受注高

2,395社

年間取引社数

第2 四半期 通期

（ 百万円）

2 0 2 4 年

3 月期

1,4651,465

3,4003,400

2 0 2 3 年

3 月期

844844

5,0015,001

（ 予想）

（ 円）

415.79415.79

（ 予想）（ 予想）282.09282.09

2 0 2 2 年

3 月期

698698

2,2462,246

186.85186.85

1 株当たり の当期純利益

1 株当たり の当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益

第2 四半期 通期

（ 百万円）

2 0 2 4 年

3 月期

2,0512,051

4,5004,500

2 0 2 3 年

3 月期

1,4441,444

4,6364,636 （ 予想）

2 0 2 2 年

3 月期

1,3041,304

3,8243,824

営業利益

965.5億円

グリ ーンイノ ベーショ ン関連
取扱高

第2 四半期 通期

2 0 2 4 年

3 月期

96,86196,861

200,000200,000

2 0 2 3 年

3 月期

68,86668,866

175,741175,741

（ 予想）

（ 百万円）

2 0 2 2 年

3 月期

69,02769,027

134,261134,261

取扱高

第2 四半期 通期

2 0 2 4 年

3 月期

40,04340,043

85,00085,000

2 0 2 3 年

3 月期

40,45240,452

93,31193,311
（ 予想）

（ 百万円）

2 0 2 2 年

3 月期

40,45240,452

85,30785,307

売上高

2 0 2 4 年

3 月期（ 第2 四半期）

87,74187,741

38,63338,633

2 0 2 3 年

3 月期

79,99079,990

35,73635,736

第2 四半期総資産

自己資本比率

通期

純資産 第2 四半期 通期

(百万円)

43.743.7

43.043.0

（ % ）

2 0 2 2 年

3 月期

104,865104,865

31,10131,101

28.728.7

自己資本比率

総資産／純資産

129拠点

国内外拠点数

連結財務ハイライト 売上高構成

主なデータ

エネルギー事業

エネルギーは生活や経済活動の基盤と なる最重要イ ンフ ラ です。電力会社をはじ め、石油、化

学、製鉄等、社会イ ンフ ラ を 支える根幹産業向けに、グリ ーン成長戦略に則っ たエネルギー関

連設備の販売・ アフ タ ーサービスを行っ ています。

丹後・ 若狭地区の原子力発電所・ 火力発電所や、九州地区の原子力発電所における保守・ 修繕工事案件等により 増収と なっ たも のの、当社単

体のエネルギー事業部門において体制拡充等に伴う 販管費の増加があっ たこ と などから 減益。

68,595百万円 13,390百万円 534百万円

（ 前年同期比）+ 7 5 .7％ （ 前年同期比）+ 8 .5％ （ 前年同期比）△0 .7％

2 0 2 4 年3 月期 第2 四半期の概況

取扱高 売上高 セグメ ント 利益

産業機械事業

繊維、フ ィ ルム、食品・ 飲料などの幅広い産業分野に対し 、機械総合商社と し て環境負荷低減

に貢献すべく 、様々な製品・ 設備の販売やメ ンテナンスを行っ ています。

当社単体において前年同期に大型案件の受渡し があっ たこ と の反動により 減収と なっ た一方で、新型コ ロナ禍によ る活動制限が緩和さ れた

一部の海外連結子会社の業績が回復し たこ と などが寄与し 増益。

15,073百万円 13,464百万円 87百万円

（ 前年同期比）△1 3 .2％ （ 前年同期比）△1 4 .0％ （ 前年同期）1 7 7 百万円の損失

2 0 2 4 年3 月期 第2 四半期の概況

取扱高 売上高 セグメ ント 利益

※2023年3月期時点

※ 2024年3月期より、 事業セグメ ント の区分方法を見直し、 報告セグメ ント を従来の「 電力事業」「 化学・ エネルギー事業」「 産業機械事業」「 グローバル事業」 から、「 エネルギー

事業」「 産業機械事業」「 プロダクト 事業」 の３セグメ ント に変更いたしました。 当第２四半期の概況における前年同期比較は、 変更後の区分に基づいております。

数字でみる西華産業 連結決算のセグメ ント 情報See in numbers Segment  Information

エネルギー事業

33.4%

産業機械事業

33.7%

プロダクト 事業

32.9%
2 0 2 4 年3 月期

第2 四半期

売上高

40,043
百万円

プロダクト 事業

西華産業グループでは、エンジン、バルブ、ポンプ、計測機器など、国内外問わず独自性や競争力の高い製品を取り 扱っ ています。

欧州： 工事用水中ポンプの販売·レンタ ル事業産業用ロボッ ト の販売など

北米： El系自動車業界向け基板実装関連設備の販売など

アジア： 化学・ 繊維その他一般産業向け機械設備、原材料の販売など

工事用水中ポン プを 扱う Tsu ru m i (Eu ro p e ) G m b Hグループや、ダイ ヤフ ラ ム弁を 中心と し てバルブの製造・ 販売を行う 日本ダイ ヤバル

ブ 株式会社の業績が好調に推移し 増収増益。

13,192百万円 13,188百万円 1,413百万円

（ 前年同期比）+ 5 .9％ （ 前年同期比）+ 5 .8％ （ 前年同期比）+ 2 6 .8％

2 0 2 4 年3 月期 第2 四半期の概況

取扱高 売上高 セグメ ント 利益

5 6



当社の概況 役員

設立年月日 1 9 4 7 年（ 昭和2 2 年）1 0月1日

資　 本　 金 6 7 億2 8 百万円

事　 業　 所 ①  当社の主要な事業所 

本社： 東京都千代田区 

支社： 大阪市 

支店： 名古屋市、 広島市、 福岡市ほか国内外主要都市

②  子会社の主要な事業所 

日本ダイヤバルブ㈱（ 東京都品川区） 

西華デジタ ルイメ ージ㈱（ 東京都文京区） 

敷島機器㈱（ 北海道札幌市） 

セイカダイヤエンジン㈱（ 東京都新宿区） 

Seika  Sangyo  G m b H（ ド イツ） 

Tsurum i（ Euro p e）G m b H（ ド イツ） 

Tsurum i France  S.A .S.（ フランス） 

HYD REU TES, S.A .U .（ スペイン） 

M arine  M o to rs &  Pum p s N .V . (ベルギー) 

Tsurum i U K Lim ited (イ ギリス) 

Tsurum i Pum p s U K Ltd .（ イ ギリス） 

SEIKA M ACHIN ERY, IN C．（ 米国） 

西曄貿易（ 上海）有限公司（ 中国） 

天津泰雅閥門有限公司（ 中国） 

Seika  Sangyo（ Tha iland ）Co ., Ltd .（ タ イ ） 

SEIKA SAN GYO  (V IETN AM ) CO M PAN Y LIM ITED（ ベト ナム）

従 業 員 数 1 ,0 2 5 名（ 連結） 3 4 0 名（ 単体）

代表取締役　 社長執行役員 櫻　 井　 昭　 彦

取締役　 専務執行役員 川　 名　 康　 正

取締役　 常務執行役員 増　 田　 博　 久

取締役　 上席執行役員 長谷川　 智　 昭

取締役（ 社外） 宮　 田　 清　 巳

取締役（ 社外） 各　 務　 眞　 規

取締役　 監査等委員（ 常勤） 阿　 部　 正　 典

取締役　 監査等委員（ 社外） 白　 井　 裕　 子

取締役　 監査等委員（ 社外） 中　 村　 嘉　 彦

上席執行役員 髙　 橋　 紀　 行

上席執行役員 野　 尻　 竜　 彦

執行役員 碓　 井　 一　 俊

執行役員 湯　 面　 　 　 彰

執行役員 本　 多　 裕　 二

執行役員 小　 出　 　 　 進

執行役員 中　 村　 勝　 美

（ 2 0 2 3 年9 月3 0 日現在） （ 2 0 2 3 年9 月3 0 日現在）

株式の概況

株主メ モ

株式数および株主数

発 行 可 能 株 式 総 数 3 7 ,7 0 5 ,8 0 0 株

発 行 済 株 式 の 総 数 1 2 ,3 2 0 ,6 5 0 株

株 主 数 7 ,5 4 4 名

（ 2 0 2 3 年9 月3 0 日現在）

大株主の状況

所有者別株式分布状況

（ 注） ①千株未満は切り 捨てて表示し ており ます。 

② 当社は、自己株式 2 4 4 ,2 6 5 株を 保有し ており ますが、上記大株主から 除いて

おり ます。また、持株の割合は自己株式を 控除し て計算し ております。

（ 注） 千株未満は切り 捨てて表示し ております。

（ 1）  株主様の住所変更、 買取請求その他各種お手続きにつきまし て

は、 原則、 口座を 開設さ れている口座管理機関（ 証券会社等）

で承るこ と と なっ ており ます。 口座を開設さ れている証券会社

等にお問合せく ださ い。

（ 2 ）  未受領の配当金につきまし ては、 三菱U FJ信託銀行本支店でお

支払いいたし ます。

（ 3 ）  市区町村から 通知さ れたマイ ナンバーは、 株式の税務関係の手

続き で必要と なり ます。 こ のため、 株主様から お取引の証券会

社等へマイ ナンバーをお届出いただく 必要がございます。

〒1 0 0 -0 0 0 5  東京都千代田区丸の内三丁目３番１号（ 新東京ビル）

TEL ： 0 3 -5 2 2 1 -7 11 7 　 h ttp s://se ika .co m

株主名
持株数
（ 千株）

割合
（ % ）

日本マスタ ート ラスト 信託銀行株式会社（ 信託口） 1 ,006 8 .3 3

光通信株式会社 8 91 7 .3 8

三菱重工業株式会社 612 5 .0 7

株式会社U H PARTN ERS 2 593 4 .9 1

株式会社三菱U FJ銀行 40 0 3 .3 1

株式会社山口銀行 35 2 2 .9 2

三菱電機株式会社 286 2 .3 7

株式会社日本カスト ディ 銀行（ 信託口） 28 0 2 .3 3

株式会社鶴見製作所 267 2 .2 1

株式会社三井住友銀行 234 1 .9 4

事業年度 4 月1 日から 翌年3 月3 1 日まで

期末配当金受領株主確定日 3 月3 1 日

中間配当金受領株主確定日 9 月3 0 日

定時株主総会 毎年6 月

株主名簿管理人

特別口座の口座管理機関
三菱U FJ信託銀行株式会社

同連絡先 三菱U FJ信託銀行株式会社 証券代行部

東京都府中市日鋼町1 -1

電話： 0 1 2 0 -2 3 2 -7 1 1 （ 通話料無料）

郵送先 〒1 3 7 -8 0 8 1

新東京郵便局私書箱第2 9 号

三菱U FJ信託銀行株式会社 証券代行部

上場証券取引所 東京証券取引所

公告の方法 電子公告により 行う

公告掲載U RL http s://seika .com

（ ただし 、 電子公告によるこ と ができない

事故、 その他のやむを得ない事由が生じ た

と きは、 日本経済新聞に公告いたし ます。）

金融機関（ 20名）
2 ,8 3 5千株/23 .0 2％

その他の法人（ 99名）
4 ,1 6 8 千株/33 .8 3％

個人・ その他（ 7 ,3 0 0名）
3 ,6 6 1千株/29 .7 2％

金融商品取引業者（ 31名）
231 千株/1 .8 8％

外国法人等（ 93名）
1 ,1 7 9 千株/9 .5 7％ 

自己株式（ 1名）
244 千株/1 .9 8％

会社概要

株式の状況

Corporate Data

Stock Information

https://seika.com
https://seika.com

